
191
　

早
稲
田
大
学
の
建
学
の
祖
で
あ
る
大
隈
重
信
・
小
野
梓
を
助
け
、
大
学
の
礎
を
築
い
た
「
早
稲
田
四
尊
」
│
│
高
田
早
苗
・
坪
内
逍
遙
・

市
島
謙
吉
・
天
野
為
之
│
│
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か

け
、
生
誕
一
五
〇
周
年
を
迎
え
た
。
す
で
に
二
〇
〇
九
年
春
に
は
、
坪

内
逍
遙
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念
展
（
美
濃
加
茂
市
・
早
稲
田
大
学
共
催
）、

二
〇
一
〇
年
春
に
「
市
島
春
城
展
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
主
催
）、
秋
に

「
高
田
早
苗
展
」（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

本
展
示
会
は
こ
れ
ら
に
引
き
続
き
、
天
野
為
之
の
生
誕
一
五
〇
周
年
を

記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
展
示
会
の
期
間
は
二
〇
一
一
年

九
月
七
日
か
ら
一
〇
月
八
日
ま
で
、
参
観
者
の
総
数
は
六
九
四
名
で

あ
っ
た
。

二
〇
一
一
年
度
秋
季
企
画
展

　
　
　
　
「
早
稲
田
四
尊
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念　

天
野
為
之
と
早
稲
田
大
学
展
」

木

下

恵

太
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な
お
、
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
に
つ
き
、
塩
澤
秀
樹
氏
・
早
稲
田
実
業
学
校
、
展
示
資
料
写
真
に
つ
き
、
平
田
幸
雄
氏
・
唐
津
市
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
。
あ
ら
た
め
て
各
位
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

一　

誕
生
か
ら
東
京
専
門
学
校
時
代
ま
で

　

天
野
為
之
は
万
延
元
年
一
二
月
二
七
日
（
一
八
六
一
年
二
月
六
日
）、
唐
津
藩
藩
医
の
子
と
し
て
江
戸
藩
邸
に
生
ま
れ
た
。
一
家
で
唐
津

に
帰
住
す
る
と
、
唐
津
藩
の
英
学
校
耐
恒
寮
で
学
び
、
後
に
財
政
家
と
し
て
活
躍
す
る
高
橋
是
清
の
教
え
を
受
け
た
。
高
橋
は
一
切
を
英

語
で
教
え
た
が
、
天
野
は
上
達
が
早
く
、
高
橋
は
そ
の
発
音
の
正
し
さ
を
常
に
称
賛
し
て
い
た
と
い
う
。
一
五
歳
に
な
る
と
高
橋
の
勧
め

も
あ
り
、
天
野
は
上
京
し
、
東
京
外
国
語
学
校
、
つ
い
で
東
京
開
成
学
校
（
在
学
中
東
京
大
学
に
改
編
）
に
入
学
し
た
。

　

こ
こ
で
天
野
の
同
窓
生
と
な
っ
た
の
が
高
田
早
苗
、
坪
内
雄
蔵
（
逍
遙
）、
市
島
謙
吉
等
で
あ
っ
た
。
高
田
の
主
唱
に
よ
り
、
天
野
も

仲
間
た
ち
と
小
野
梓
の
鷗
渡
会
に
参
加
し
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
一
〇
月
に
創
設
さ
れ
た
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
の
講

師
に
就
任
し
た
。

　

天
野
は
高
田
と
共
に
東
京
専
門
学
校
の
代
表
的
講
師
と
し
て
活
躍
し
、
天
野
の
担
当
す
る
経
済
学
は
高
田
の
政
治
憲
法
学
と
「
政
治
科

の
双
璧
」
と
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
学
校
で
の
講
義
を
も
と
に
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
天
野
が
発
刊
し
た
『
経
済
原
論
』

は
大
成
功
を
収
め
、
出
版
し
た
一
年
で
す
で
に
四
版
を
数
え
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
は
第
二
五
版
に
達
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

天
野
の
名
は
一
躍
日
本
有
数
の
経
済
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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﹇
展
示
資
料
（
写
真
パ
ネ
ル
を
除
く
）﹈

〇
天
野
為
之
肖
像
画　

岸
畑
久
吉
画　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
作　

會
津
八
一
記
念
博
物
館
所
蔵

〇
「
早
稲
田
大
学
風
景
」　

岸
畑
久
吉
画　

會
津
八
一
記
念
博
物
館
所
蔵

　

 　

草
創
期
の
学
校
周
辺
は
、
一
面
に
蛙
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
水
田
地
帯
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
交
通
が
不
便
で
あ
っ
た
た
め
、
一
八

八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
は
「
学
校
移
転
論
」
が
提
起
さ
れ
た
が
、
天
野
は
「
辺
鄙
な
こ
と
は
始
め
か
ら
知
れ
切
っ
た
こ
と
だ
、
之
を

不
便
と
す
る
講
師
諸
君
は
お
罷
め
に
な
る
が
よ
い
」
と
述
べ
、
こ
れ
に
反
対
し
た
。

〇
天
野
為
之
自
筆
履
歴
書　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
（
大
学
文
書
５

－

３

－

53
）

　

 　

現
在
、
天
野
の
自
筆
に
よ
る
文
書
は
わ
ず
か
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
履
歴
書
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
生
年
が
安
政
六
年
（
一

八
五
九
│
一
八
六
〇
年
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
天
野
が
第
一
回
総
選
挙
に
立
候
補
す
る
際
、
三
〇
歳
以
上
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た

た
め
で
、
実
際
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
│
一
八
六
一
年
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

〇
浅
川
栄
次
郎
・
西
田
長
寿
『
天
野
為
之
』（
一
九
五
〇
年
刊
）　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

　

 　

天
野
の
唯
一
の
伝
記
で
あ
る
。「
序
文
」
に
は
本
書
成
立
の
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
野
家
は
関
東
大
震
災
に
よ
り
す
べ
て
を

焼
失
し
た
た
め
、
資
料
収
集
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
、
と
あ
る
。
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〇
「
東
京
専
門
学
校
第
一
回
年
報
」　

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年　

図
書
館
所
蔵
（
ト
10　

２

３

６

６

）

　
 　

早
稲
田
大
学
の
前
身
、
東
京
専
門
学
校
に
お
け
る
最
初
の
年
度
報
告
書
で
あ
る
。
早
稲
田
の
教
員
と
し
て
天
野
が
行
っ
た
、
最
初
の

授
業
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
「
明
治
十
六
年　

日
記　

自
九
月
」　

一
八
八
三
│
一
八
八
四
年　

図
書
館
所
蔵
（
ト
10　

１

７

１

７

）

　

 　

東
京
専
門
学
校
寄
宿
舎
の
日
誌
。
創
設
直
後
の
学
校
の
様
子
を
伝
え
る
。

〇
「
月
給
判
取
帳
」　

一
八
八
二
│
一
八
八
四
年　

図
書
館
所
蔵
（
ト
10　

１

７

０

３

）

　

 　

天
野
の
教
え
子
三
浦
銕
太
郎
に
よ
れ
ば
、
天
野
は
東
大
卒
業
の
際
、
加
藤
弘
之
（
東
大
綜
理
）
の
推
薦
に
よ
り
百
円
の
俸
給
で
政
府

に
招
か
れ
た
が
、
天
野
は
こ
れ
を
一
蹴
し
た
と
い
う
。

〇
『
経
済
原
論
』（
初
版
）　

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
三
月　

図
書
館
所
蔵
（
ヨ
２　

４

９

１

９

）

　

 　
『
経
済
原
論
』
は
経
済
学
者
と
し
て
の
天
野
の
名
声
を
一
躍
高
め
た
代
表
作
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
は
東
京
専
門
学
校
の
理
念
「
学

問
の
独
立
」
と
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
欧
米
の
難
解
な
輸
入
専
門
書
が
日
本
語
で
咀
嚼
さ
れ
、
体
系
化
さ
れ
て
い
る
。

〇
「
東
京
専
門
学
校
壁
書
」
写　

原
本
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
五
月
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
書
写　

図
書
館
所
蔵
（
ト
10　

１

１

９

１

）

　

 　

東
京
専
門
学
校
の
学
生
に
よ
る
落
書
き
を
書
き
留
め
た
も
の
。
学
生
が
天
野
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
か
が
分
か
り
、
興
味
深
い
。
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〇 

天
野
為
之
書
簡
大
隈
重
信
宛　

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
四
月
九
日　

図
書
館
所
蔵
（
イ
14　

ｂ
０

４

０

１

）

　
 　

東
京
専
門
学
校
の
卒
業
生
柏
原
文
太
郎
が
大
隈
重
信
と
の
面
会
を
希
望
し
た
た
め
、
天
野
が
大
隈
に
対
し
て
書
い
た
紹
介
状
で
あ

る
。
柏
原
は
後
に
東
亜
同
文
会
の
幹
事
と
な
り
、
四
期
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
。

〇 

『
中
央
学
術
雑
誌
』
第
一
号　

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
三
月　

図
書
館
所
蔵

　

 　
『
中
央
学
術
雑
誌
』
は
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
三
月
に
創
刊
さ
れ
た
学
術
誌
で
、
現
在
の
早
稲
田
大
学
校
友
誌
『
早
稲
田
学
報
』

の
前
身
で
あ
る
。
記
念
す
べ
き
第
一
号
の
巻
頭
を
飾
っ
た
の
は
天
野
の
論

文
で
あ
っ
た
。

〇 

天
野
多
喜
子
書
簡
大
隈
綾
子
宛　

一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
一
二
月
二

五
日　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵　

大
隈
信
幸
氏
寄
贈
（
４

ロ
23
）

　
 　

天
野
為
之
夫
人
天
野
多
喜
子
が
大
隈
重
信
夫
人
大
隈
綾
子
に
送
っ
た
書

簡
。
内
容
は
大
隈
重
信
次
女
光
子
の
縁
談
に
松
浦
常
（
大
隈
信
常
、
旧
平
戸

藩
主
松
浦
詮
五
男
）
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

壮年期の天野為之
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二　

天
野
為
之
・
多
喜
子
の
書
画

﹇
展
示
資
料
（
写
真
パ
ネ
ル
を
除
く
）﹈

〇
天
野
為
之
書
「
務
実
去
華
」　

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵　

佐
藤
康
彦
氏
寄
贈

　

 　
「
務
実
去
華
」（
実
に
務
め
て
華
を
去
る
）
に
つ
い
て
、
天
野
は
「
き
わ
め
て
質
素
に
、
着
実
に
、
そ
う
し
て
華
美
の
虚
栄
の
事
を
し
な

い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
趣
旨
で
あ
る
」
と
、
自
ら
が
校
長
を
務
め
て
い
た
早
稲
田
実
業
学
校
の
生
徒
に
説
明
し
て
い
る
。
現
在
の

早
稲
田
実
業
学
校
の
校
是
と
な
っ
て
い
る
「
去
華
就
実
」
も
こ
れ
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。

〇 

天
野
為
之
書
「
処
万
変
主
一
敬
」　

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年　

大
学
史
資
料

セ
ン
タ
ー
所
蔵　

調
布
市
寄
贈

　
 　

天
野
は
「
万
変
に
処
し
て
一
敬
を
主
と
す
る
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
の
銘

辞
に
つ
い
て
も
、
早
稲
田
実
業
学
校
で
の
天
野
の
訓
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

〇 

天
野
為
之
書
「
敬
他
敬
己
敬
事
物
称
之
三
敬
三
敬
諸
子
入
徳
門
也
宜
由
以
処

万
変
矣
」　

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵　

調
布

市
寄
贈

　

「
他
を
敬
し
、
己
を
敬
し
、
事
物
を
敬
す
。
之
を
「
三
敬
」
と
称
す
。「
三
敬
」

天野為之書「三敬主義」
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は
諸
子
入
徳
の
門
な
り
。
宜
し
く
由
っ
て
以
っ
て
万
変
に
処
す
べ
し
。
昭
和
甲
戌
春
」

〇
天
野
多
喜
子
画
「
多
摩
川
」　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵　

調
布
市
寄
贈

　

 　

私
生
活
に
お
い
て
は
天
野
は
「
仲
々
の
六
か
し
や
」
で
あ
っ
た
が
、
よ
く
夫
人
を
敬
愛
し
、
家
庭
内
は
た
い
へ
ん
円
満
で
あ
っ
た
と

い
う
。
夫
人
の
絵
に
は
夫
為
之
自
作
の
詩
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

三　

早
稲
田
実
業
学
校
・
早
稲
田
大
学
大
学
部
商
科
の
創
設
に
参
加

　

東
京
専
門
学
校
は
高
田
早
苗
等
の
努
力
に
よ
り
急
速
な
発
展
を
遂
げ
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
創
立
二
〇
周
年
を
機
に
早
稲
田
大

学
と
改
称
し
た
。
天
野
も
大
学
開
校
の
募
金
運
動
に
従
事
し
こ
れ
に
協
力
し
た
が
、
天
野
が
念
願
と
し
て
い
た
の
は
高
等
普
通
教
育
か
ら

の
商
業
教
育
の
独
立
で
あ
っ
た
。

　

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、
日
清
戦
後
の
飛
躍
的
な
商
工
業
の
発
展
を
背
景
と
し
て
、
大
学
部
商
科
（
現
在
の
商
学
部
）
が
よ
う
や
く

発
足
し
、
天
野
は
そ
の
初
代
科
長
に
就
任
し
た
（
在
任
〜
一
九
一
一
年
）。
商
科
は
理
論
に
偏
ら
な
い
実
務
教
育
の
理
念
の
も
と
、
天
野
を

中
心
と
し
て
大
き
く
成
長
し
、
明
治
末
年
に
は
大
学
卒
業
生
の
う
ち
六
割
か
ら
七
割
を
商
科
生
が
占
め
る
に
至
っ
た
。

　

一
方
、
天
野
は
中
等
教
育
に
お
い
て
も
独
立
し
た
実
業
教
育
を
行
う
学
校
の
必
要
を
感
じ
、
天
野
を
中
心
と
し
て
、
一
九
〇
一
（
明
治

三
四
）
年
早
稲
田
実
業
中
学
（
後
に
早
稲
田
実
業
学
校
と
改
称
）
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
、
天
野
は
初
代
校
長
大
隈
英
麿
の
後
を
受
け
て
、

第
二
代
校
長
に
就
任
し
た
。
こ
の
後
、
天
野
は
学
校
の
組
織
整
備
や
鶴
巻
町
校
舎
の
新
築
な
ど
、
早
稲
田
実
業
学
校
と
三
十
年
以
上
に
わ

た
り
そ
の
苦
楽
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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﹇
展
示
資
料
（
写
真
パ
ネ
ル
を
除
く
）﹈

〇
『
早
稲
田
実
業
学
校
設
立
の
趣
旨
及
規
則
概
要
』　

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年　

図
書
館
所
蔵
（
ト
6　

１

２

８

５

）

　

 　

一
九
〇
七
年
四
月
、
早
稲
田
鶴
巻
町
に
早
稲
田
実
業
学
校
の
新
校
舎
が
落
成
し
、
学
校
は
大
学
部
商
科
と
の
共
用
校
舎
か
ら
移
転
し

た
。

〇
大
学
部
商
科
学
科
配
当
表　

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
（
大
学
文
書
５

－

26

－

12
）

　

 　

大
学
部
商
科
に
お
け
る
最
初
の
年
度
の
学
科
配
当
表
で
あ
る
。

〇 

「
春
城
日
誌　

明
治
四
十
年
一
月
以
降
」　

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
一
月
│
六
月　

図
書
館
所
蔵
（
イ
４　

１

９

１

９

－

５

４

６

）

　
 　

一
九
〇
七
年
四
月
、
早
稲
田
大
学
で
は
鳩
山
校
長
に
代
わ
り
大
隈
重
信
が
初
代
総
長

に
、
学
監
の
高
田
早
苗
が
初
代
学
長
に
就
任
し
、
高
田
が
引
き
続
き
大
学
経
営
の
中
心

を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、「
春
城
日
誌
」
の
本
条
に
よ
れ
ば
、
本
来
は
天
野

が
新
校
長
に
就
任
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

〇 

天
野
為
之
試
験
問
題　

大
学
部
政
治
経
済
学
科
一
年
「
経
済
」　

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）

年
頃　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵　

堤
清
二
氏
寄
贈
（
堤
康
次
郎
関
係
文
書
書
類
の
部

６

１

７

３

）

二代目の大学部商科校舎（左側）
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堤
康
次
郎
が
受
け
た
天
野
「
経
済
」
の
試
験
問
題
で
あ
る
。
次
ペ
ー
ジ
は
欠
落
し
て
い
る
。
な
お
、
堤
康
次
郎
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）

年
に
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
衆
議
院
議
員
と
な
り
、
戦
後
は
衆
議
院
議
長
を
務
め
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
経
営
を
手
掛
け
、
現

在
は
西
武
グ
ル
ー
プ
の
創
設
者
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

〇 

天
野
為
之
書
簡
増
田
義
一
宛　
（　

）
年
十
一
月
六
日　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵　

増
田
義
和
氏
寄
贈
（
増
田
義
一
関
係
文
書
３

－

７

－

２

－

１

）

　

 　

商
科
卒
業
生
児
玉
智
吉
の
渡
米
に
つ
き
、『
実
業
之
日
本
』
社
社
長
増
田
義
一
に
便
宜
を
依
頼
し
た
書
簡
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

四　

天
野
の
経
済
評
論
活
動

　

天
野
は
『
経
済
原
論
』、
同
年
刊
行
の
『
商
政
標
準
』、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
の
『
経
済
学
綱
要
』、
ま
た
西
欧
の
経
済
学
専
門
書

の
翻
訳
等
、
自
由
主
義
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
経
済
学
・
経
済
政
策
学
の
研
究
発
表
を
続
け
た
。
し
か
し
、
天
野
の
関
心
は
理
論
研
究
だ

け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
、
雑
誌
『
東
洋
経
済
新
報
』
の
経
営
委
譲
の
話
が
天
野
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
当
初
は
辞
退
し
て
い

た
天
野
で
あ
っ
た
が
、
一
旦
こ
れ
を
引
き
受
け
る
と
縦
横
に
経
済
評
論
の
筆
を
振
る
う
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
天
野
が
取
り
上
げ
た
代

表
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
金
本
位
制
導
入
論
、
取
引
所
改
革
論
、
勤
倹
貯
蓄
論
、
保
護
貿
易
反
対
論
、
地
租
増
徴
反
対
論
、
労
資
協
調

論
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
田
口
卯
吉
の
『
東
京
経
済
雑
誌
』
等
と
論
戦
を
展
開
し
、
一
躍
『
東
洋
経
済
新
報
』
を
日
本
の
代
表
的
な
自
由

主
義
経
済
誌
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
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し
か
し
、
天
野
は
東
洋
経
済
新
報
社
に
お
い
て
有
望
な
若
手
た
ち

を
育
成
す
る
と
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
あ
っ
さ
り
彼
ら
に

会
社
を
譲
っ
た
。「
私
は
こ
の
社
に
別
段
の
功
労
は
な
い
。
あ
り
と

す
れ
ば
、
早
く
社
を
去
っ
て
若
い
人
に
譲
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い

う
の
が
、
後
年
の
天
野
の
弁
で
あ
っ
た
。

﹇
展
示
資
料
﹈

〇 

『
日
本
理
財
雑
誌
』　

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年　

大
学
史
資
料

セ
ン
タ
ー
所
蔵

　
『
経
済
原
論
』
の
印
税
二
〇
〇
円
を
資
本
と
し
て
、
一
八
八
九
年
二
月
に
天
野
が
創
刊
し
た
雑
誌
で
あ
る
。
同
年
に
高
田
が
発
刊
し

た
『
憲
法
雑
誌
』
と
対
を
な
し
て
い
た
が
、
翌
年
早
々
に
は
廃
刊
と
な
っ
た
。

〇
「
償
金
は
取
り
得
可
き
乎
」『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
七
月
一
五
日
号　

図
書
館
所
蔵

　

 　

日
露
戦
争
の
講
和
が
成
立
す
る
二
か
月
前
、
世
上
で
は
巨
額
な
賠
償
金
の
獲
得
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
天
野
は
冷
徹

な
分
析
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
か
ら
賠
償
金
が
得
ら
れ
る
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
結
論
づ
け
た
。

天野が創刊した『日本理財雑誌』
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五　

早
稲
田
大
学
第
二
代
学
長
に
就
任

　

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
八
月
、
大
学
初
代
学
長
の
高
田
は
学
長
を
辞
し
、
第
二
次
大
隈
内
閣
の
文
部
大
臣
に
就
任
し
た
。
こ
れ
に
代

わ
り
、
理
事
の
天
野
が
早
稲
田
実
業
学
校
校
長
を
辞
し
、
第
二
代
学
長
に
就
任
し
た
。
同
時
に
、
理
事
三
名
が
選
任
さ
れ
て
業
務
分
担
制

が
敷
か
れ
、
学
長
が
理
事
の
合
議
・
決
定
を
遂
行
す
る
新
体
制
と
な
っ
た
。

　

学
長
と
し
て
の
天
野
の
最
大
の
任
務
は
、
就
任
前
に
決
定
を
見
た
「
御
大
典
記
念
事
業
」（
大
正
天
皇
即
位
式
を
記
念
し
た
大
学
拡
張
事
業
）

の
実
行
で
あ
っ
た
。
市
島
謙
吉
が
募
金
の
委
員
長
と
な
り
事
業
計
画
は
順
調
に
進
行
し
た
が
、
一
方
で
「
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
・
ベ
ー
シ
ス
」

の
旗
印
の
も
と
、
一
部
の
若
手
教
員
た
ち
が
大
学
の
意
思
決
定
へ
の
参
加
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ツ
と

自
称
し
、
教
授
会
の
権
限
を
拡
大
し
た
大
学
改
革
案
を
作
成
し
、
大
隈
綾
子
夫
人
銅
像
設
置
問
題
、
予
科
二
年
制
印
刷
問
題
、
浮
田
和
民

教
授
失
言
問
題
等
を
と
ら
え
、
厳
し
く
天
野
学
長
を
攻
撃
し
た
。
さ
ら
に
は
大
学
改
革
の
実
現
の
た
め
、
大
隈
内
閣
総
辞
職
後
に
憲
政
会

の
役
員
と
な
っ
て
い
た
高
田
に
学
長
復
帰
を
要
請
し
た
。

　

天
野
は
学
長
の
辞
意
を
高
田
に
告
げ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ツ
修
正
案
を
受
け
入
れ
た
高
田
は
学
長
復
帰
を
表
明
し
た
。

﹇
展
示
資
料
（
写
真
パ
ネ
ル
を
除
く
）﹈

〇 

「
早
実
財
団
法
人
認
可
申
請
書
」　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
〇
月
一
七
日　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵　

大
隈
信
幸
氏
寄
贈
（
17

ハ
15
）

　

 　

天
野
は
早
稲
田
大
学
学
長
に
就
任
し
た
際
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
八
月
早
稲
田
実
業
学
校
の
校
長
を
辞
し
、
同
校
名
誉
校
長
と
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な
っ
た
。
し
か
し
、
本
文
書
か
ら
は
天
野
が
依
然
と
し
て
そ
の
運
営
に
心
を
砕
い
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

〇
「
早
稲
田
大
学
講
義
録
一
覧
」　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
九
月　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

　

 　

早
稲
田
大
学
の
名
声
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
が
各
種
「
講
義
録
」
に
よ
る
、
独
自
の
通
信
教
育
制
度
で
あ
っ
た
。
経
済
的
理
由
な
ど

で
正
規
入
学
で
き
な
か
っ
た
全
国
の
青
少
年
に
勉
学
の
機
会
を
与
え
、
受
講
修
了
生
は
こ
の
年
ま
で
に
、
お
よ
そ
一
〇
〇
万
人
に
達
し

て
い
た
と
い
う
。

〇
「
御
即
位
大
典
紀
念
事
業
資
金
寄
附
者
名
簿
」　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
（
三
号
館
旧
蔵
資
料
50

－

16
）

　

 　
「
御
大
典
記
念
事
業
」
は
大
学
の
第
一
期
計
画
（
一
九
〇
一
年
〜
）、
第
二
期
計
画
（
一
九
〇
八
年
〜
）
に
続
く
、
三
度
目
の
募
金
に
よ

る
拡
張
計
画
で
あ
る
。
各
学
科
・
学
年
に
委
員
を
設
け
、
初
め
て
学
生
に
も
募
金
を
担
当
さ
せ
た
。

〇
天
野
為
之
書
簡
市
島
謙
吉
宛　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
五
日　

図
書
館
所
蔵
（
チ
06　

０

３

８

１

３　

０

０

０

１

－

０

０

４

２

）

　

 　

大
学
へ
の
寄
付
金
を
管
理
・
監
察
す
る
基
金
管
理
委
員
会
の
日
程
に
関
す
る
書
簡
で
あ
る
。
渋
沢
栄
一
は
第
二
期
計
画
の
発
足
以
来
、

基
金
管
理
委
員
長
を
務
め
て
い
た
。

六　

早
稲
田
大
学
を
去
る

　

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
六
月
一
九
日
、
高
田
の
学
長
復
帰
を
批
判
し
た
校
友
会
有
志
名
義
の
印
刷
物
が
都
下
の
新
聞
社
に
配
布
さ
れ
、
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い
わ
ゆ
る
「
早
稲
田
騒
動
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
後
、
大
学
は
三
か
月
に
わ
た
り
紛
糾
・
混
乱
を
続
け
た
が
、
紛
争
の
本
質
に
つ
い
て
、

伝
記
『
天
野
為
之
』
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
学
長
と
し
て
再
び
経
営
の
才
に
富
め
る
高
田
博
士
を
起
用
す
べ
し
と
の
説
と
、
均
し
く
学
園
の
功
労
者
で
あ
る
天
野
博
士
を
前
学
長
の

残
存
期
間
だ
け
学
長
た
ら
し
め
、
直
ち
に
離
任
さ
せ
る
如
き
は
情
に
於
て
許
さ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
少
く
と
も
今
一
期
は
学
長
の
地
位

に
あ
ら
し
む
べ
き
で
あ
る
と
の
説
と
の
争
い
で
あ
つ
た
。」

　

し
か
し
、
紛
争
の
背
景
と
し
て
は
、
東
京
専
門
学
校
以
来
の
「
家
族
的
」
な
学
校
運
営
か
ら
、
大
き
な
大
学
組
織
に
ふ
さ
わ
し
い
「
立

憲
的
」
な
学
校
運
営
へ
の
転
換
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
天
野
の
校
規
改
正
案
に
お
け
る
、
終
身
維
持
員
制
度
の
廃
止
・
維
持
員
の

大
幅
増
員
・
学
長
に
よ
る
理
事
の
指
名
制
と
い
っ
た
内
容
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
に
沿
っ
た
主
張
で
あ
っ
た
。

　

紛
争
が
多
く
の
校
友
を
巻
き
込
み
い
よ
い
よ
拡
大
す
る
と
、
高
田
・
市
島
・
坪
内
を
始
め
と
し
た
多
く
の
維
持
員
が
辞
任
を
表
明
し
た
。

こ
れ
を
憂
え
た
大
隈
総
長
は
天
野
に
も
学
長
の
辞
表
を
求
め
た
が
、
天
野
は
こ
れ
を
謝
絶
し
た
。

　

結
局
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
停
も
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
り
、
天
野
は
学
長
を
任
期
通
り
に
退
任
し
た
。
天
野
は
大
学
の
維
持
員
・
講
師
も
辞

任
し
、
こ
れ
に
よ
り
大
学
と
の
関
係
は
一
切
断
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

﹇
展
示
資
料
（
写
真
パ
ネ
ル
を
除
く
）﹈

〇 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
早
大
学
長
問
題
顚
末
書
』・『
学
長
問
題
経
過
概
要
』・『
学
長
問
題
経
過
概
要
の
妄
を
駁
す
』　

一
九
一
七
（
大
正
六
）

年　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
・
図
書
館
所
蔵
（
ト
10　

２

０

５

２

、
ト
10　

２

０

４

６

）

　

 　
『
学
長
問
題
経
過
概
要
』
は
高
田
の
立
場
を
支
持
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、『
早
大
学
長
問
題
顚
末
書
』・『
学
長
問
題
経
過
概
要
の
妄
を

駁
す
』
は
天
野
の
立
場
を
支
持
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
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〇
ビ
ラ
「
正
義
の
為
に
起
つ
者
は
誰
ぞ
」　

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年　

図
書
館
所
蔵
（
ト
10　

２

０

５

２

）

　
 　

三
人
の
理
事
、
天
野
を
除
く
維
持
員
を
は
じ
め
、
大
半
の
大
学
教
職
員
は
高
田
の
立
場
を
支
持
し
た
。
し
か
し
、
各
界
で
活
躍
す
る

校
友
、
ま
た
学
生
に
お
い
て
は
天
野
の
立
場
を
支
持
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

〇
「
高
田
博
士
直
話
筆
記
」　

図
書
館
所
蔵
（
ト
10　

２

０

６

７

）

　

 　

当
事
者
で
あ
る
高
田
の
視
点
か
ら
、
天
野
お
よ
び
「
天
野
派
」
の
動
向
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
紛
争
直
後
の
記
録
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
生
々
し
い
語
調
の
記
事
が
続
い
て
い
る
。

〇
市
島
謙
吉
口
述
「
校
紛
録
」　

図
書
館
所
蔵
（
ト
10　

２

０

０

６

）

　

 　
「
早
稲
田
四
尊
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
市
島
は
、
高
田
の
盟
友
と
し
て
終
始
そ
の
大
学
経
営
を
補
佐
し
た
。
こ
の
「
校
紛
録
」
に

お
い
て
も
、
大
学
の
拡
張
・
改
革
に
つ
い
て
適
任
な
の
は
高
田
で
あ
り
、「
保
守
・
収
縮
」
志
向
の
天
野
は
不
適
格
で
あ
る
と
の
考
え

で
貫
か
れ
て
い
る
。

〇
坪
内
逍
遙
「
自
分
の
見
た
る
我
校
の
紛
擾
顚
末
」（「
早
稲
田
大
学
紛
擾
秘
史
」
第
六
冊
）　

図
書
館
所
蔵
（
ト
10　

１

７

７

２

－

６

）

　

 　
「
四
尊
」
の
も
う
一
人
坪
内
も
高
田
の
立
場
を
支
持
し
た
が
、
こ
の
記
録
に
お
い
て
は
冷
静
・
客
観
的
に
事
態
の
推
移
を
叙
述
し
て

い
る
。「〔
大
学
の
〕
参
謀
本
部
の
中
枢
は
過
去
三
十
余
年
間
主
と
し
て
高
田
君
で
あ
つ
た
。
過
去
に
於
て
は
そ
れ
が
早
稲
田
大
学
の
利

益
で
も
あ
り
特
色
で
も
あ
り
権
威
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
ま
た
其
大
蹉
跌
（
つ
ま
ず
き
）
の
一
宿
因
で
あ
つ
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
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〇
天
野
為
之
辞
表　

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
一
〇
月
九
日　

早
稲
田
大
学
所
蔵

　
 　

天
野
は
大
学
を
辞
し
た
後
、
紛
争
の
原
因
や
自
身
の
立
場
に
つ
い
て
は
沈
黙
を
守
っ
た
。
し
か
し
、「
自
分
の
あ
の
と
き
の
立
場
は
、

西
南
戦
争
に
お
け
る
西
郷
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
一
言
、
親
近
者
に
漏
ら
し
た
と
い
う
。

〇
石
橋
湛
山
「
大
正
六
年
の
早
稲
田
騒
動
」『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
一
〇
月
一
四
日
号　

図
書
館
所
蔵

　

 　
「
天
野
派
」
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
石
橋
湛
山
に
よ
る
回
想
で
あ
る
。
石
橋
は
当
時
の
自
ら
の
心
境
に
触
れ
、
天
野
個
人
の

た
め
で
は
な
く
、
母
校
の
改
善
と
そ
の
民
主
化
の
た
め
に
戦
っ
た
と
、
述
懐
し
て
い
る
。

七　

早
稲
田
実
業
学
校
校
長
に
復
帰

　

天
野
が
大
学
を
去
る
と
、
期
せ
ず
し
て
関
係
修
復
を
仲
立
ち
す
る
運
動
が
次
々
と
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、
大
学
に
復
帰
し
た
高
田
・
坪

内
・
市
島
に
対
し
、
天
野
が
大
学
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
も
は
や
な
か
っ
た
。
あ
る
人
が
天
野
の
大
学
に
お
け
る
「
光
輝
あ
る
歴
史
」

を
説
い
た
と
こ
ろ
、
天
野
は
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
「
過
去
は
他
人
だ
よ
」
と
答
え
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

天
野
は
大
学
を
去
っ
た
翌
年
、
早
稲
田
実
業
学
校
の
校
長
に
復
帰
し
た
。
以
後
、
死
の
床
に
つ
く
ま
で
天
野
は
こ
こ
で
経
済
学
や
英
語

の
授
業
を
担
当
し
、
あ
る
時
は
生
徒
た
ち
の
た
め
レ
コ
ー
ド
に
英
語
の
発
音
を
吹
き
込
ん
だ
。「
薫
陶
三
十
余
年
の
化
、
自
ら
育
英
始
終

を
成
す
を
信
ず
」
と
詠
ん
だ
通
り
、
早
稲
田
実
業
学
校
に
お
け
る
三
十
余
年
の
教
育
が
晩
年
の
天
野
の
誇
り
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
三
月
二
六
日
、
天
野
は
校
長
に
在
任
し
た
ま
ま
、
七
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
葬
儀
は
そ
の
三
日
後
、
多
く

の
校
友
・
生
徒
た
ち
が
見
守
る
中
、
学
校
葬
と
し
て
行
わ
れ
た
。
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奇
し
く
も
こ
の
年
に
は
、
大
学
復
帰
後
に
総
長
と
な
り
、
大
隈
講
堂
を
建
設
し
た
高
田
も
七
八
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
二
三
年
後
の
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
十
一
月
、
早
稲
田
大
学
で
は
天
野
の
功
績
を
再
評
価
し
、「
天
野
為
之
先
生
生
誕
百
年
記

念
祭
」
を
開
催
し
た
。

﹇
展
示
資
料
（
写
真
パ
ネ
ル
を
除
く
）﹈

〇
七
言
絶
句
詩
軸
「
功
名
空
在
鏡
中
憐
〜
」　

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年　

図
書
館
所
蔵
（
チ
6　

４

０

１

２

）

　

 

「
功
名
空
し
く
鏡
中
に
在
り
て
憐
れ
む　

白
髪
蕭
騒
歳
月
遷
る　

剰
（
あ
ま
）
し
得
た
り
講
壇
三
寸
の
舌　

枉
（
ま
）
げ
て
心
力
を
殫
（
つ

く
）
し
て
青
年
に
教
ゆ
」

　

 

（
語
釈
）
過
ぎ
し
日
を
顧
み
れ
ば
、
私
は
功
成
り
名
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
鏡
を
の
ぞ
き
込
む
に
、
い
つ
の
間
に
か
歳
月
は

過
ぎ
、
わ
び
し
い
白
髪
の
姿
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
に
は
立
つ
べ
き
教
壇
が
あ
り
、
三
寸
の
舌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
私

は
心
身
の
気
力
を
ふ
り
し
ぼ
り
、
若
い
生
徒
た
ち
に
授
業
を
教
え
授
け
る
の
で
あ
る
。

〇
七
言
絶
句
詩
軸
「
休
道
先
生
韜
晦
深
〜
」　

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年　

図
書
館
所
蔵
（
チ
6　

４

２

４

６

）

　

 

「
道
（
い
）
う
を
休
め
よ
先
生
韜
晦
（
と
う
か
い
）
深
し
と　

才
疎
豈
に
蒼
黔
（
そ
う
け
ん
）
を
救
う
を
得
ん　

徒
を
集
め
学
を
講
ず
何

事
を
か
為
さ
ん　

誰
か
識
ら
ん
花
を
養
い
樹
を
養
う
の
心
」

　

 

（
語
釈
）「
先
生
は
わ
ざ
と
卑
下
し
、
隠
れ
て
い
る
の
で
す
」
な
ど
と
、
も
う
言
わ
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
私
は
不
才
の
者
で
あ
り
、

要
路
に
立
っ
た
と
し
て
も
人
び
と
を
救
え
よ
う
か
。「
学
校
に
生
徒
を
集
め
授
業
し
て
、
ど
う
し
よ
う
と
い
う
つ
も
り
か
」
と
の
お
尋

ね
だ
が
、
い
っ
た
い
誰
に
分
か
る
だ
ろ
う
か
。
花
を
育
て
苗
木
を
育
て
る
に
も
似
た
、
私
の
こ
の
心
持
ち
を
。
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〇 

早
稲
田
実
業
学
校　

第
二
六
回
記
念
写
真
帖　

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年　

大
学
史
資
料

セ
ン
タ
ー
所
蔵

　

 　

ア
ル
バ
ム
冒
頭
に
は
天
野
の
肖
像
写
真
、
揮
毫
、
早
稲
田
実
業
学
校
校
歌
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
校
歌
（
第
一
番
）
の
一
節
に
「
去
華
就
実
の
校
風
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
「
三
敬
主
義
」
と
と
も
に
天
野
が
強
調
し
て
き
た
学
校
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
っ
た
。

〇 

天
野
為
之
葬
儀
写
真　

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
三
月　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵　

調
布
市
寄
贈

　
 　

葬
儀
は
早
稲
田
実
業
学
校
の
校
庭
に
て
行
わ
れ
た
。

〇 
『
大
成
』
第
三
二
号　

天
野
先
生
追
悼
記
念
号　

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
七
月　

図

書
館
所
蔵

　

 　

早
稲
田
実
業
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
追
悼
文
を
多
く
収
録
し
て
い
る
。
天
野
は
生
徒
た
ち
よ
り
「
校
長
先
生
」
と
呼
ば
れ
、
敬
愛

の
念
を
集
め
て
い
た
。

展示会場（125記念室）


